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「私立大学ガバナンス・コード」遵守状況報告書
概　要



１．各「基本原則」及び「遵守原則」の遵守状況の説明
基本原則「１．自律性の確保」
遵守状況

遵守原則１−１　教育研究目的の明確化、理解の獲得
遵守状況
エクスプレインの種類

基本原則の遵守方法に
係る説明

「遵守」

「基本原則」及び「遵守原則」の遵守状況（取組状況）の詳細等

私立大学ガバナンス・コードに定められた遵守原則に基づき、当該基本原則
を遵守できている。
なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。
 https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/

遵守原則の遵守方法に
係る説明

中期計画（2021-2030）は、教学の事項は「教育分野」、人事、施設及び財務
に関する事項は「経営基盤分野」に盛り込み、理事会・評議員会の審議を経
て決定している。進捗状況も理事長を委員長とし、学長、副学長、常務理事
などを中心とする「中期計画進捗管理委員会」で確認するなど、組織的な体
制によりガバナンス機能を高めており、すべての実施項目を満たしている。
なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。
https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/

「遵守」
コードの記載通りの方策により遵守している



基本原則「２．公共性の確保」
遵守状況

遵守原則２−１　有益な人材の育成
遵守状況
エクスプレインの種類

遵守原則２−２　社会への貢献
遵守状況
エクスプレインの種類

基本原則の遵守方法に
係る説明

遵守原則の遵守方法に
係る説明

教育の質向上において、各学部が新たな3つのポリシーを決定、シラバスにナ
ンバリング、ルーブリックを掲載、学生ポートフォリオ（ＣＬノート）の運
用開始など大きな成果があった。リスキリング教育では、文科省リカレント
教育推進事業、観光庁のリカレント教育プログラムなど４つの事業を展開。
さらに国際社会で活躍する学生を育成する「GLOBAL LEADERSHIP
PROGRAM」では、14人が修了、スタンフォード大学とのオンラインプログ
ラムStanford e-kyusan-Uでは、13名が修了するなど大きな成果があった。
なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。
https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/

「遵守」

遵守原則の遵守方法に
係る説明

社会・地域との連携活動において、復興支援及び地域のニーズに対応したボ
ランティア活動に706名が参加、学生と地域住民や高校生が交流する施設開放
（小学生絵画コンクール656人、ホタルナイト1,400人など）を実施、また九
電福岡支店の寄付講座として文献調査やグループワークや朝倉市における観
光振興のためのフィールドワークを実施。さらに宗像市との地域振興プロ
ジェクトにおいて複数回のフィールドワークを実施するなど、積極的に貢献
活動を行った。
なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。
https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/

コードの記載通りの方策により遵守している

コードの記載通りの方策により遵守している

「遵守」

「遵守」

私立大学ガバナンス・コードに定められた遵守原則に基づき、当該基本原則
を遵守できている。
なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。 
https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/



基本原則「３．信頼性・透明性の確保」
遵守状況

遵守原則３−１　法令の遵守、社会貢献
遵守状況
エクスプレインの種類

遵守原則３−２　理事会による執行、監督機能の実質化、不正防止制度整備　
遵守状況
エクスプレインの種類

基本原則の遵守方法に
係る説明

私立大学ガバナンス・コードに定められた遵守原則に基づき、当該基本原則
を遵守できている。
なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。
 https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/

遵守原則の遵守方法に
係る説明

監督機能の向上、監査機能の向上においては、寄附行為に基づき、監事３人
を配置、うち２人が常勤である。監査を支援する監査室を設置、また各部所
も十分な情報提供を行っている。令和５年度中に策定した新寄附行為では
「監事の任期を理事、評議員より短くしない」とするなど、監事機能の実質
化のため、選任方法の工夫・改善、支援体制の整備を行い、すべての実施項
目を満たしている。
なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。
 https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/

遵守原則の遵守方法に
係る説明

内部チェック機能についてはコンプライアンス推進規則を定め、研究費の管
理・監査体制及びハラスメント等の通報システムなど、法令等の遵守に係る
基本方針、行動基準を定めている。また、私立大学連盟のガバナンスコード
に基づき遵守状況の点検を行い公表している。さらに公益通報者保護法や個
人情報保護法の趣旨に合せて規程整備を行い内部統制のさらなる整備を行う
などすべての実施項目を満たしている。
なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。
https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/

「遵守」

「遵守」

「遵守」

コードの記載通りの方策により遵守している

コードの記載通りの方策により遵守している



遵守原則３−３　積極的な情報公開
遵守状況
エクスプレインの種類
遵守原則の遵守方法に
係る説明

・広く社会に情報公開を行うため「情報公開規程」を制定、「学園及び学校
の基本情報」や「経営及び財務に関する情報」等をHPから公開している。
中期計画においては全８分野の進捗を事業報告書を通じて公表している。さ
らに内部質保証においても認証評価結果、外部評価結果及び設置計画履行状
況等調査結果等をHPで公表しており、すべての実施項目を満たしている。
・公式HPの情報は更新頻度に留意している。また、項目（受験生、在学
生、卒業生、一般の方等）ごとに分類し、包括性・継続性及び一貫性を持っ
て公開している。事業報告書においては写真や表・グラフを多用し、必要に
応じ、動画を製作し、ＨＰで公開している。文書は平易な表現を行い、大学
用語に注釈をつけるなど、広く理解が得られるよう公開方法を工夫してい
る。今後はSNSなどを利用した情報発信の一層の充実が必要である。
なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。
https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/

「遵守」
コードの記載通りの方策により遵守している



基本原則「４．継続性の確保」
遵守状況

遵守原則４−１　大学運営に係る諸制度の実質化、自律的な大学運営
遵守状況
エクスプレインの種類

基本原則の遵守方法に
係る説明

私立大学ガバナンス・コードに定められた遵守原則に基づき、当該基本原則
を遵守できている。
なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。
 https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/

遵守原則の遵守方法に
係る説明

役員及び評議員会の機能実質化に関する項目は「理事・評議員への外部人材
の登用」など現行において対応済である。さらに令和7年４月施行の新寄附行
為策定において、役員及び評議員等の定数、構成等を工夫し、有効な相互牽
制が働くよう、権限と責任の明確化を行った。また、令和5年度から全教職員
向けに「教職員ポータルサイトalbo」を開設し、各種連絡通知、会議等の情
報、規程改正などを効率的に情報共有し、ガバナンス機能の向上を図った。
なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。 
https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/

「遵守」

コードの記載通りの方策により遵守している
「遵守」



遵守原則４−２　財政基盤の安定化、経営基盤の強化
遵守状況
エクスプレインの種類 コードの記載通りの方策により遵守している

・令和５年度の使途指定型（テーマ）募金においては、コロナ禍の現物寄附
等が約6千万円減収となる中、件数は91件増加し、全体で1億8,591万円の実績
を上げた。また、受託研究などの外部資金獲得においても年間目標を達成し
た。さらに、令和５年度中に組織再編に着手し、社会・地域連携、産学官民
連携、大学間連携や高大連携を通じた外部との連携を推進する「産学共創研
究推進本部」を令和６年４月から発足することを決定した。
・従来からの「危機管理規程」に加え、行政等（警察・消防）のアドバイス
を受け、現場での初期対応を具体化した「学校法人中村産業学園危機管理マ
ニュアル」を策定し、令和６年１月の理事小委員会で決定し、全教職員に周
知した。また、令和５年度中に全学生及び全教職員を対象にSNSを使用した安
否確認訓練合計３回を実施した。さらに「防犯カメラ規程」を整備し、令和
５年度から学内20か所以上においてカメラが稼働し、抑止力を高めるなど、
危機管理体制の拡充に関するすべての実施項目を満たしている。

なお、遵守方法の詳細については本学HPにて公開している。
 https://www.kyusan-u.ac.jp/guide/public/governance_code/

遵守原則の遵守方法に
係る説明

「遵守」
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